
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 聖心女子大学 
設置者名 学校法人聖心女子学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間 ･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配置 

困難 全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

現代教養学部（※1） 基礎課程（※2） 
夜 ・

通信 

4 

12 0 16 13  

文学部／ 

現代教養学部（※1） 

英語英文学科／ 

英語文化コミュニ

ケーション学科 

（※3） 

夜 ・

通信 

22 

0 26 13  

日本語日本文学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

史学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

人間関係学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

国際交流学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

哲学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

教育学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

心理学科 
夜 ・

通信 
0 26 13  

（備考） 

※1 2019(令和元)年度より、学部名を「文学部」から「現代教養学部」へ名称変更した。 

・2019(令和元)年度以降入学者は「現代教養学部」に在籍する。 

・上記以外の 2018(平成 30)年度以前入学者は「文学部」に在籍する。 

※2 本学では、入学時は現代教養学部として一括募集し、1年次は全員が「基礎課程」に   

所属する。学科・専攻の決定は 2年次進級時に行う。 

※3 2019(令和元)年度より、学科名を「英語英文学科」から「英語文化コミュニケーション

学科」へ名称変更した。 

・2019(令和元)年度以降入学者で当該学科へ進学した者は、「英語文化コミュニケーシ

ョン学科」に在籍する。 

 



  

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
※本学 HPシラバス検索 

（https://sophie.u-sacred-heart.ac.jp/campusweb/ex/ja/syllabus）から「実務家教員

が実施する科目のみ」で抽出することにより、対象科目のシラバスを閲覧することが可

能。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 聖心女子大学 
設置者名 学校法人聖心女子学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

http://www.honbu-sacred-heart.jp/data/images/2021_board.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 大学学長 

2021.6.1～

2024.5.31 

(3年間) 

学校法人の財務全

般、及び学校法人全

体の重要事項に係る

意思決定及び助言 

非常勤 公益財団法人理事 

2021.6.1～

2024.5.31 

(3年間) 

学校法人全体の重要

事項に係る意思決定

及び助言 

非常勤 学校法人役員 

2021.6.1～

2024.5.31 

(3年間) 

学校法人全体の重要

事項に係る意思決定

及び助言 

非常勤 大学教授 

2021.6.1～

2024.5.31 

(3年間) 

学校法人全体の重要

事項に係る意思決定

及び助言 

（備考） 

 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 聖心女子大学 

設置者名 学校法人聖心女子学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 
シラバスの作成にあたっては、教務委員会において「シラバス作成ガイドライン」を毎

年度作成し、次年度授業担当者（非常勤講師を含む）に配付のうえ、ガイドラインに沿っ

て作成するように依頼している（12 月中旬依頼、1 月中旬提出締切）。授業担当者から提

出されたシラバスの原稿は、教務委員会委員が各学科の「教育課程の編成及び実施に関す

る方針」等に照らして記載内容を確認し、修正等が必要な場合には授業担当者へ連絡して

いる。 

以上のプロセスを経て、毎年 3 月 25 日付けで本学 HP に最新のシラバスを公表してい

る。 

授業計画書の公表方法 
https://sophie.u-sacred-heart.ac.jp/campusweb/ex/ja/ 

syllabus 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学修意欲を把握するため、原則、授業回数の 3分の 2以上出席していることを単位の修

得要件としている。また、「学修成果の可視化」の観点から、2019(令和元)年度より 1年次

生と 3年次生を対象に、外部アセスメントテストの受検を開始した。この中の設問に、「学

修意欲」に関する項目を設けており、学生自身が「学修意欲」についてどのように感じて

いるかを把握することが可能となっている。 

「試験・レポート」、「成績評価」、「単位の修得要件」の取扱い及び基準については、『履

修要覧』に明記し、年度当初のオリエンテーション期間に開催される履修ガイダンスで学

生に周知している。また、「卒業論文の評価基準と評価」についても『履修要覧』に明記

し、これに基づき各学科で卒業論文指導を行っている。なお、毎年度作成される『履修要

覧』は学生に配付するとともに、本学 HPにも公表している。 

各授業科目の学修成果の評価は、シラバスに記載された「成績評価方法」に沿って行って

いる。また、成績評価について、具体的な根拠に基づく確認事項がある場合には、所定の

期間内に「成績評価確認願」を教務課に提出できる制度を設けている。以上の方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価したうえで、単位の授与を行っている。 

なお、厳格かつ適正な評価により単位の修得が困難となった学生に対しては、『履修要

覧』に記載のある「学業不振者への対応」に則し、年度当初に各学科教員との面談を実施

して履修状況を確認している。 

 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学『履修要覧』に以下の通り記載し、本学 HPにも掲載している。 

（1）GPA（Grade Point Average）とは 

GPAとは、成績評価（AA・A・B・C・F）をポイント（GP：Grade Point）に置き 

換えて、科目の単位数をかけ、その総和（GPT：Grade Point Total）を履修登録 

単位数の合計で割った平均値のことです。 

成績評価         グレード・ポイント（GP） 

AA             4 

A                     3 

B                     2 

C                     1 

F, F(UG), F(OC)       0 

 

（2）GPA 算出計算式 

AA の単位数× 4 ＋Aの単位数× 3 ＋Bの単位数× 2 ＋Cの単位数×1 

登録単位数 

※中間評価は対象外 

※小数点第 3 位を四捨五入し小数点第 2 位までの数値を表記 

※不合格科目（F評価）を再履修し合格の評価を得た場合、最初の F 評価を含め 

全ての評価を GPAに算入します。 

※通年科目の F（OC）は前期中間評価でも成績が確定しますが、後期が終了する 

までは GPAに算入されません。 

 

（3）GPA 対象科目 

・卒業要件となる科目（全学共通／必修分野、専攻課程分野、卒業論文） 

・卒業要件外科目のうち「資格関係分野」以外の科目 

・1年次に履修した全ての科目（1年次のみ） 

※卒業要件となる科目は入学年度、学科により異なるので各履修要項で確認する 

こと 

 

（4）GPA 対象外の科目 

・編入学、留学等により認定された科目（評価＝Tr.） 

・継続履修申請が受理された通年科目（評価＝継続履修） 

・卒業要件外「資格関係分野」の科目 

※所属学科により対象科目が異なります。各学科の履修要項の【履修上の諸注意】

卒業要件外の科目をよく読み、卒業要件外の科目を確認してください。 

 

なお、学生本人の単年度 GPA 及び累積 GPA については、教学支援システム Sophie 上で常

時確認が可能である。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

・『履修要覧 2021』31 貢に掲載 

・本学 HP上での公表 

https://www.u-sacred-heart.ac.jp/assets/images/ 
student-support/campus-life/learning/pdf_youran. 
pdf#view=Fit 

https://www.u-sacred-heart.ac.jp/assets/images/ 

about/data/scholarship/pdf_scholarship_01 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 
 本学における卒業所要単位は以下の通りである。 

＜2012(平成 24)年度以降入学者＞     

分野 系列（科目群） 
初等教育学 

専攻以外 

初等教育学

専攻（幼児

教育以外） 

初等教育学

専攻（幼児

教育） 

全学必修分野 

キリスト教学Ⅰ 4 4 4 

キリスト教学Ⅱ 4 4 4 

第一外国語 8 8 8 

第二外国語 8 8 8 

体育運動学 2 2 2 

専攻科目 所属学科の専攻科目 60 

98* 

84 92 

関連科目 

総合現代教養科目 

26 14 6 
基礎課程科目 

所属学科以外の 

専攻科目他 

卒業論文 8 8 8 

合計 132 132 132 

＊専攻分野 60 単位、関連分野 26 単位を満たし、さらに専攻分野と関連分野の合計が

98 単位以上になるように専攻分野または関連分野から 12 単位以上を修得すること。 

 

卒業要件と在学年限については、以下の通り『履修要覧』に記載している。 

本学を卒業するためには、次の条件を満たすことが必要です。 

卒業要件を満たした者については、教授会の議を経て卒業が決定し、学士の学位が 

授与されます。 

① 4 年間在学すること（学則第 14条による） 

② 履修要項に定められた卒業所要単位を修得すること 

③ 最終年次に卒業論文を提出し、その審査に合格すること 

＊卒業所要単位を 4 年間で修得できない場合は留年となり、在学期間を延長することになり 

ます。ただし、通算して 8年を超えて在学することはできません（学則第 15条）。 

 

毎年度、2 月下旬の教授会において 4 年次生の成績評価確定及び卒業判定を行い、卒業

内定者を決定している。学生には教学支援システムを通じて卒業の可否を知らせており、

否となった学生については、本人及び保証人宛に文書でも卒業不可の通知を送付してい

る。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/policy/ 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 聖心女子大学 

設置者名 学校法人聖心女子学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.honbu-sacred-heart.jp/data/budget/ 
収支計算書又は損益計算書 http://www.honbu-sacred-heart.jp/data/budget/ 
財産目録 http://www.honbu-sacred-heart.jp/data/budget/ 
事業報告書 http://www.honbu-sacred-heart.jp/data/budget/ 
監事による監査報告（書） http://www.honbu-sacred-heart.jp/data/budget/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/data/self/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/data/university/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 現代教養学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/policy/） 

（概要） 

聖心女子大学では、「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリストの聖

心(みこころ)に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会との関わりを深める」

という教育理念をもとに、「知性を磨く」、「使命感を自覚する」、「発信力、実践力を高

める」という 3 つの教育目標を定め、これらの資質を持つ人材の養成を目指しています。 

 これらの教育目標を実現するため、各学科・専攻での専門的教育はもとより、キリスト

教に関する教育、国際性育成の一端として外国語教育に加え、幅広い教養と自由で柔軟な

思考力を育てるリベラルアーツ教育に大きな力を注いでいます。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法： https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/policy/） 

（概要） 

聖心女子大学は、「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリストの聖心

(みこころ)に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会との関わりを深める」

女性を社会に送り出すことを建学の精神として掲げています。したがって、学業もまた、

単なる専門知識や技能を修得することにとどまらず、精神的に豊かな人間的成長を実現し、

他者との共生の場を開くためのものであると考えています。このような考え方から、本学

の卒業生には、次のような能力と資質を身につけることを求めています。 

1. 世界と人間についての幅広い視野と深い洞察を備えた教養 

2. 専攻する学問分野に関する高度な専門知識と基本的な研究・調査能力 

3. 論理的な思考力と柔軟かつ的確な判断力 

4. 自己の立場や価値観を見定め、自らの意見を自らの言葉で発信する力 

5. 他者と共感的に関わり、他者を尊重し、理解し、協働する態度 

6. 現代の諸問題をグローバルな視野でとらえ、具体的、現実的に取り組む行動力 

7. 各自の置かれた場で、根本的な問題や隠れたニーズを発見して、対応する力 

8. 生涯にわたり、知的関心を発展させ、主体的に学び続ける姿勢 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/policy/） 

（概要） 

聖心女子大学ではリベラルアーツの考え方を基盤とするカリキュラムを採用していま

す。本学が掲げるリベラルアーツとは、誰もが身につけるべき一般的な知識・技能（一般

教養）にとどまらず、高度な学術的専門知識を探求しつつ、世界や人間に対する根本的な

問いを発し、多様な観点を統合して「生きた教養」とする学びを意味します。 

 入学時には学科・専攻を定めず、1 年次には全員が基礎課程に所属します。基礎課程で

は、大学での学習の基礎となる知識・技能を習得すると同時に、各学科・専攻の授業科目

の履修などを通じて、自らの適性と意欲を見極め、2年次以降の所属学科・専攻の決定につ

なげます。 

 2年次以降の専攻課程では、所属学科・専攻の授業科目によって、専門的な学術的能力の

習得を目指します。各学科・専攻のカリキュラムは演習科目を中核にしており、そこでは

研究・調査能力、課題解決能力、発信力を磨いていきます。また、副専攻制度などによっ

てリベラルアーツ的な学びに必要な能力や視点をさらに深めます。このような学習を経て、

4 年次には 4 年間にわたる学問成果の集大成として、指導教員の丁寧な指導のもとで、全

員が卒業論文を執筆します。 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/policy/） 

（概要） 

聖心女子大学では、大学の理念に共感し、国際化した社会のなかで自立した女性として

実践的に活動することを目指し、そのための幅広い教養と高い専門性、柔軟な思考力と的

確な判断力を身につけようと希望する皆さんに入学していただきたいと願っています。 

 そのため、高等学校では国語、外国語、地理歴史、公民はもとより、数学、理科、総合

的な学習、特別活動などあらゆる授業の履修を通じて、またさらに課外活動、読書などを

通じて、知識・技能を十分に磨くとともに豊かな体験を積み、積極的に興味・関心の幅を

広げてください。そうした主体的な学習姿勢こそが、本学入学後の学修に大いに役立ちま

す。 

 さらに、聖心女子大学では、自らの問題意識に基づいて探究を行い、自分の意見を正確

に発信し、異なる意見も尊重しながら議論を進め、適切な判断を下す力も重要だと考えて

います。そのため高校時代には、興味・関心のある事柄について協力し合って調べること

を体験し、また論理的に考え、書き、話す力、すなわち論理的思考力とコミュニケーショ

ン能力を養っておくことが望まれます。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/data/ 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4人 － 4人 

現代教養学部 － 41人 18人 11人 0人 4人 74人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 288人 288人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/report-x850d/ 

procs/alllist.php 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

・2020(令和 2)年度は、以下の FD研修会を開催した。 

-「GPS-Academicの実施結果報告会（1年次生）」（2020.6.9開催） 

-「コロナ禍のもとでの大学『適応』を考える」（2020.11.10開催） 

-「GPS-Academicの実施結果報告会（3年次生）」（2020.11.17開催） 

 

・2020(令和 2)年度は、以下の FD活動が報告された。 

-「オンライン授業の実施に係る FD活動」（2020.10.16報告） 

 

 

 

 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

現代教養学部 

（※） 490人 579人 118％ 2,050人 2,381人 116％ 30人 17人 

合計 490人 579人 118％ 2,050人 2,381人 116％ 30人 17人 

（備考） 

※ 2019(令和元)年度入学者より、学部名を「文学部」から「現代教養学部」へ名称変更した。 

2019(令和元)年度以前の在籍者は「文学部」に在籍するが、本表上は全ての在籍者を 

「現代教養学部」欄に記載している。 

 
 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
544人 

（100％） 

22人 

（  4.0％） 

439人 

（  80.7％） 

83人 

（  15.3％） 

合計 
544人 

（100％） 

22人 

（  4.0％） 

439人 

（  80.7％） 

83人 

（  15.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

聖心女子大学大学院、一橋大学大学院、立教大学大学院、北里大学大学院、国際医療福祉大学大学院 

日本生命保険相互会社、株式会社三菱 UFJ銀行、東京都教育委員会、弁護士法人西村あさひ法律事務所 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
548人 

（100％） 

498人 

（90.9％） 

32人 

（5.8％） 

18人 

（3.3％） 

0人 

（0％） 

合計 
548人 

（100％） 

498人 

（90.9％） 

32人 

（5.8％） 

18人 

（3.3％） 

0人 

（0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバスの作成にあたっては、教務委員会において「シラバス作成ガイドライン」を毎年度作

成し、次年度授業担当者（非常勤講師を含む）に配付のうえ、ガイドラインに沿って作成する

ように依頼している（12 月中旬依頼、1月中旬提出締切）。授業担当者から提出されたシラバ

スの原稿は、教務委員会委員が各学科の「教育課程の編成及び実施に関する方針」等に照らし

て記載内容を確認し、修正等が必要な場合には授業担当者へ連絡している。 

以上のプロセスを経て、毎年 3月 25日付けで本学 HPに最新のシラバスを公表している。 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

「試験・レポート」、「成績評価」、「単位の修得要件」の取扱い及び基準については、

『履修要覧』に明記し、年度当初のオリエンテーション期間に開催される履修ガイダンスで

学生に周知している。また、「卒業論文の評価基準と評価」についても『履修要覧』に明記

し、これに基づき各学科で卒業論文指導を行っている。なお、毎年度作成される『履修要覧』

は学生に配付するとともに、本学 HPにも公表している。 

各授業科目の学修成果の評価は、シラバスに記載された「成績評価方法」に沿って行って

いる。また、成績評価について、具体的な根拠に基づく確認事項がある場合には、所定の期

間内に「成績評価確認願」を教務課に提出できる制度を設けている。以上の方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価したうえで、単位の授与を行っている。 

なお、厳格かつ適正な評価により単位の修得が困難となった学生に対しては、『履修要覧』

に記載のある「学業不振者への対応」に則し、年度当初に各学科教員との面談を実施して履

修状況を確認している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

現代教養学部 基礎課程（1 年次） －単位 有 42 単位 

文学部/  

現代教養学部 

英語英文学科／ 

英語文化コミュニ 

ケーション学科 

132単位 有 

2 年次 48単位 

3 年次 48単位 

4 年次 42単位 

日本語日本文学科 

史学科 

人間関係学科 

国際交流学科 

哲学科 

教育学科 

心理学科 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

・2年次進級時の学科決定に 1年次修了時の GPAを利用して 

おり、このことについては HPにて公表している。 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/assets/ 

images/student-support/campus-life/ 

learning/senkoukettei.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

・教員免許状取得者数を本学 HP上で公表している。 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/assets/ 

images/academics/faculty/qualification/ 

sikakusyutokusya.pdf 

・新入学生アンケート（入学時）及び卒業生アンケート（卒

業時）を実施し、その情報を本学 HP に公表している。卒

業生アンケートの項目には「入学時と卒業時の満足度実

感」「卒業時の成長実感」があり、「とても成長」「ある

程度成長」の合計は 94.0％と相当高い。 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/data/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/data/ 

 

 

 



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

現代教養

学部 

（全学科

共通） 
700,000円 250,000円 420,000円 

「その他」内訳： 

・施設設備整備費 300,000円 

・諸費（図書費、光熱水費、 

維持費等を含む）120,000円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生が安心して学生生活を送れるように、各種奨学金、課外活動の支援、病気

等のために特別な配慮を希望する学生への修学支援、留学支援、キャンパス内における学生

寮の設置、キャンパスの環境整備等、様々な側面から学生の修学に係る支援を行っている。  

また、1年次センターを設置し、基礎課程に所属する 1 年次生の修学支援を実施してい

る。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生一人ひとりがキャリアプランを立て、そのために自ら進んで行動し、キャ

リア形成しようとする意欲を生み出すことを目標に、キャリアセンターが中心となって学生

の進路選択に係る支援を行っている。 

キャリアセンターでは、求人情報、卒業生情報、インターンシップ情報を提供しているほ

か、就職関連書籍の閲覧が可能である。また、教員就職、公務員試験、進学、卒業後の資格

取得等に対する支援も行い、4年間を通して様々なセミナー、ガイダンスを開催し、1 年次

からキャリアについて考えていくための環境を整備している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生がより充実した学生生活を送れるように、保健センター及び学生相談室に

おいて学生の心身の健康等に係る支援を行っている。 

保健センターでは、保健師及び看護師が常勤し、応急処置、健康相談、健康教育、病院紹

介等、健康面での支援を行っているほか、内科医、精神科医、婦人科医による相談や診察も

行っている。また、学生相談室では、臨床心理士の資格を持つカウンセラーが、学生生活に

おける様々な疑問や問題（人間関係・精神衛生・学業・進路・人生の問題・信仰の問題・修

学支援に関する事等）について相談を受付けている。 

また、学内に健康サービス委員会を設置し、学生の心身の健康等に係る支援を総合的に 

図っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/about/data/ 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F113310103135

（備考）

内
訳

24人

20人

家計急変による
支援対象者（年間）

― 

120人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

120人

後半期

112人

71人

28人

13人

学校名

設置者名

聖心女子大学

学校法人聖心女子学院

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

118人

74人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修了
できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その他
学修意欲が著しく低い状

況

0人

0人

「警告」の区分に連続し
て該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人

0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績
が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、
遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 21人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 21人

出席率が８割以下その他
学修意欲が低い状況

0人
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